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　平成１５年に久慈市議会議員に
初当選。以来副議長を務めるな
ど５期20年の長きにわたり、市
政の発展に尽力しました。
　受章にあたり「平成26年には
議会改革に取り組みました。条
例策定専門部会長を務め、久慈
市議会基本条例を制定。議会の
定義がはっきりしたことで、議
会そのものが大きく変わった印
象があります。県内でも優秀な
議会に認められ、表彰を受ける
ことができました。
　平成２８年には乾杯に地元産品
を使用する『地酒等普及促進・
乾杯条例』を提案。県内でもい
ち早く条例化し、地産地消に貢
献できたことが思い出深いです。
　振り返れば震災や台風など災
害が多い期間でしたが、とにか
く一生懸命やるという意識で活
動してきました。最後の任期に
は副議長に押し上げていただき、
会派や同僚議員の皆さん、そし
て支えてくれた家族に感謝して
います」と語りました。

旭日小綬章
地方自治功労
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　昭和５４年に久慈市議会議員に
初当選。副議長や議長を歴任し、
令和元年まで10期40年にわたり、
市の発展に多大な貢献をしまし
た。
　受章にあたり「地域の発展の
ために何かできればという思い
で活動してきました。県立久慈
病院の移転の際は、医療・福祉・
保健をひとつのエリアにという
考えのもと、福祉施設や元気の
泉に近い、現在の場所への移転
へ尽力したことを覚えています。
　議員には個人の力ではなく、
支持してくれる皆さんに選ばれ
てなっています。選んでくれた
人に絶対に応えていかなければ
という思いで活動し、40年も議
員をさせていただきました。今
回の受章は、皆さんのおかげで
す。感謝しています。
　議員の皆さんには、個人の考
えではなく、市民の意見を市政
に反映し、市の発展に向けて頑
張ってほしいです」とエールを
送りました。

　東京消防庁勤務を経て昭和50
年に久慈地区広域行政事務組合
に採用。平成30年までの通算44
年間、地域消防に貢献しました。
　受章にあたり「印象に残るの
は東日本大震災。後方支援や連
絡調整を担当し、全国から応援
に来てくれた部隊と現場をつな
ぐことに苦心しました。自治体
から派遣された当時の消防長を
補佐する立場でもあり、時には
迷い、時にはぶつかりながらも
できる限りのサポートをしたこ
とが思い出されます。同僚や消
防団、自治体職員と一緒になっ
て対応できたため、被害を比較
的少なく抑えられたと思います。
皆さんに感謝しています。
　消防はチーム活動です。同僚
に命を預けることもあるため、
コミュニケーションを大事にし
てきました。消防職員は責任感
が強く、つい無理をしてしまう
ことがありますが、現職の皆さ
んにはケガ無く頑張って欲しい
です」と思いを述べました。
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人権擁護委員表彰人権擁護委員表彰
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　人権擁護委員は、同委員法に
基づいて法務大臣から委嘱され、
人権の考え方を広める活動をし
ている民間ボランティアです。
　長年の活動が評価された次の
委員が表彰され、5月9日に二
戸市で開催された同委員協議会
の総会で伝達を受けました。
■人権擁護局長表彰
　▶小上　眞理子さん
■仙台法務局長表彰
　�▶大芦　賢一さん▶小笠原　
牧子さん
■岩手県人権擁護委員連合会長表彰
　�▶米沢　玲子さん▶大矢内　
利男さん▶中田　悦子さん

左から小笠原さん、小上さん、米沢さん、
中田さん、大矢内さん

　市内では令和5年11月9日以
降、交通死亡事故が発生してお
らず、5月8日で1年6か月の
無事故を達成しました。
　5月16日、久慈警察署の後藤
俊生署長から遠藤市長へ、賞賛
状が伝達されました。遠藤市長
は「交通死亡事故は決して起き
てはならないものです。今回の
達成を契機に、さらに記録を伸
ばせるよう市民の皆さんと努力
していきます」と語りました。

交通死亡事故ゼロ交通死亡事故ゼロをを
１年６か月達成１年６か月達成

後藤俊生久慈警察署長から賞賛状を
受け取る遠藤市長

高齢者叙勲

　昭和５７年に消防団員に任命。
ラッパ隊として活動し、隊長を
10年、分団長を8年務めるなど、
38年の長きにわたり団活動に貢
献しました。
　受章にあたり「地域の分団に
入団してすぐに、ラッパ隊再編
で団本部へ異動。当時行われて
いた一関地区ラッパ吹奏コン
クールを視察し、同じ内容でも
質の高い演奏を肌で感じました。
ラッパは号令や指示のほか、規
律の維持と士気の高揚を図るも
のです。熱意のある音調を目指
して努力しました。全員が集ま
るのが難しい中で、出初式や特
別点検などの前には週に数回の
練習を重ね、１回きりの演奏に
向けて緊張感を持って取り組ん
だことが思い出されます。
　団活動は集団で行うもので、
声をかけあい、つながりを大事
にしてきました。先輩や同僚な
ど仲間に恵まれ、家族の理解や
協力があって受章できました。
感謝しています」と語りました。

　長年にわたる活動の功績・
功労により、次の皆さんが大
臣表彰を受けました。
■総務大臣表彰
　田澤　吉

よしたか
堯さん

　(明るい選挙推進委員協議会 )
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